
船舶事故調査報告書 

平成２９年４月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２８年１１月３日 １４時２５分ごろ 

発生場所 愛媛県伊予
い よ

市郡中
ぐんちゅう

港南西方沖 

郡中港西防波堤灯台から真方位２１７°１,７５０ｍ付近 

（概位 北緯３３°４５.６′ 東経１３２°４１.６′） 

事故の概要 プレジャーボートKeep
キ ー プ

 on
オン

 Ⅲ
スリー

は、北東進中、干出離岸堤に乗り揚

げた。 

事故調査の経過 平成２８年１２月７日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Keep on Ⅲ、５トン未満（長さ５.９７ｍ） 

２９３－３５６７９愛媛、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 船底外板に亀裂、推進器翼に折損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約２.２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、知人１人を乗せ、小型船舶操縦士

の免許を取得して初めての航海で、郡中港南西方沖を手動操舵により

北東進していたところ、衝撃を受けて停止した。 

 船長は、‘郡中港付近に設置されていて高潮時に没する干出離岸

堤’（以下「本件離岸堤」という。）に乗り揚げたことを知った。 

本船の喫水は、船首約０.２ｍ、船尾約０.５ｍであった。 

船長は、陸岸から距離を離さないように航行していた。 

本件離岸堤は、本事故当時には海図（Ｗ１６４）に記載されておら

ず、本事故後、海上保安庁水路通報（２０１６年７３１項）で情報が

公表された。 

分析 本船は、船長が、本件離岸堤の存在を知らなかったことから、本件

離岸堤に向かって航行したものと考えられる。 

船長は、本事故当時、本件離岸堤の情報が海図に記載されていなか

ったことから、本件離岸堤の存在を知らなかったものと考えられる。 

原因 本事故は、船長が、本件離岸堤の存在を知らなかったため、本件離

岸堤に向かって航行し、本船が本件離岸堤に乗り揚げたものと考えら

れる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・陸岸に近い海域には海図に記載されていない障害物が存在するお



 

それがあるので、十分に水深のあるところを航行することが望ま

しい。 


